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1月31日に、人吉市の志波典明教育長に

来校いただき、まず全クラスの授業を参観
いただき、その後、「授業力向上プロジェ
クトに係る連携協力に関する協定」を締結
しました。本協定は、人吉市立3中学校と
附属中学校とが連携協力して、お互いの授
業力向上に取り組むものです。
具体的には、オンラインを活用した相互
授業参観及び合同授業（教員、生徒）、校
内研修への相互参加（教員）、本校研究発表会への参加、等が考えられ
ます。
これまでに、多良木町とも同様の連携協定を結んでおり、今年度も本
校職員が多良木中学校に講師として出向きます。これ以外にも、県内各
地から、のべ20人以上の先生方が、本校の授業を参観したり、本校で授
業を行ったりして、本校職員と授業づくりについて話し合っています。
いずれも、本校職員の授業力向上につながるものと考えています。
話戻りますが、人吉市の志波教育長は、附属小学校に教諭、教頭、副
校長と長く在職された方で、以前から附属中学校の様子をご存じの方で
す。その志波教育長からのお礼メールの一文を紹介します。
「附属中生徒の学ぶ姿・求める姿は以前と変わりなく、学校全体が向上
心溢れる先生と生徒で、活気に包まれていました。大きな刺激をいただ
いた次第です。今回の協定は、研究にとどまらず、附属中のような活気
に満ちた学校づくりにつなげていけたらと思っております。」
活気に満ちた学校と感じていただけたことが、何より嬉しいことだと
思っています。今後も、職員と生徒が一体となって、活気・覇気のある
学校を目指していきます！

生徒会執行部はじめ有志諸君の活躍
2月7日に、生徒会執行部のリーダー研修を行いました。「よりよい生

徒会活動とは？」についての対話活動です。さすが執行部、熱心に意見
交換し、「対話は欠かせない。皆で目的を共
有することが大切。」「清掃はやった方がい
い。やり方次第。」との合意が得られました。
今後、このような対話を続けることで、目

的意識の共有が図られていくことを期待して
います。執行部の諸君は、朝からの挨拶運動
や清掃活動に頑張ってくれているところです。
執行部のメンバーだけでなく、1年生の総

代会メンバーを中心とした1年生有志も、こ
こ最近、毎日、正門での挨拶運動をやってく
れています。部活動生徒による挨拶運動も継
続しています。これまで挨拶運動に参加して
いる、生徒会執行部、1年生総代会、部活動
生徒、有志諸君。彼らが、「言葉だけでなく
行動で示してい
る」ことを、校
長として心強く
誇らしく思って
います。まず行
動すること。
周囲にいい影

響を与え、自ら
も成長する早道
です。


